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国際熱核融合実験炉(ITER)ではダイバータ
板の材料にタングステン(W)を使用することが
決定しているが、高い熱・粒子負荷を伴うELM
によってダイバータ板が溶融・蒸気化すること

が懸念されている[1]。またITERではダイバータ
板に第一壁材料であるベリリウム(Be)が堆積す
ることefghれてij、Mixed-material堆積k
とELMのlmn用のopがqrとされている。
s研tでは、Wにuvwxウム(Al)蒸ykを
z{することで堆積kを|}した。uvw蒸y

は~グ���ンス��タ��を用いることで

z{した。実験��は高��定����~と�

vス���~を�������NAGDIS-PG
(NAGoya DIvertor Simulator with Plasma Gun)を
用いた。�1に実験���を�す。���料�
イ�は60 mm×50 mm×0.05 mmであj、一�にu
vw蒸yを�した。s研tではAl I(394.40 nm)
の��ス���vを��することで、蒸気kz

{の ¡を行った。また、�vス���~��

�の�料¢£¤�を¥�することで、堆積kの

¦§による実¨©�ª«熱ªの¬化を¥�し

た。

�1 実験���

�2にAl Iの����­®¯°�料の¤�¬

化を�す。He II(468.58 nm)の��は�vス��
�~の���間を�してij、­®±h�vス

���~²³では�vス���~��´にAl I
がµ¶��していることが·±る。これは�v

ス���~によj、�料¸£が¹熱されること

で、uvwxウムの蒸気kがz{されることを

�している。また�vス���~に¹g、定�

���~を��することで�vス���~º

»中にeAl Iの��を��した。定����~
の��によって�料が¹熱されることで¼½

にuvwが蒸気化するとfghれる。また、�

料¾の実¨©�ª«熱ªに¿いてであるが、実

験ÀÁのÂいによってª«熱ªのÃÄが��

されることがある。

Åスター�¸では定����~の¦§によ

るAl Iの��のÂい¯°�Æ��ターンによる
ª«熱ªの¬化に¿いてよjÇÈ�­®を�

¸する。

�2 実験­®
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